



論 文 題 目 視ることと感じること－ベルクソンの経験論－ 
審査要旨 
論文の構成： 
 序 文 
第一章 認識の方法 
  第一節 哲学と直観 
  第二節 直観の理論的射程－生の諸々の位相との関わりにおいて 
  第三節 認識能力としての直観と理性 
第二章 実在の二元性 
  第一節 知覚とイマージュ 
  第二節 イマージュの存在論的実質について 
  第三節 ベルクソンとサルトル－イマージュをめぐって 
  第四節 現働的なものと潜勢的なもの、そしてそれらの融合としての世界 
 第三章 感情の哲学 
  第一節 生の諸相と唯一の時間 
  第二節 芸術における生の直観 
  第三節 緩やかな、しかし確固たる思考の深化 
  第四節 感情、経験、存在 























































公開審査会開催日        2008 年    8 月    25 日 
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